
第１回プレ協議会（H18.11.30）等における準備

学識経験者等の意見・提案
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・九州圏広域地方計画を考える上において必要と思われる
論点の抽出（４２２の論点）
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第１回検討小委員会
（H19.3.23）

主な議論の内容

１６の論点

小委員会検討項目

１ 災害が多発する九州でどこでも安全・安心で豊かな暮らしができる
２ 自然が豊富な九州の環境保全と都市活動との共存
３ 九州の豊かな自然環境とふるさと景観の保全活用
４ 文化を活かした地域活性化・交流人口の拡大
５ 九州の豊かな自然を生かした国際観光の振興
６ 産業における国際競争力の確保及び向上
７ 自動車産業・半導体産業等の集積を活かした産業展望
８ 自立的な九州ブロックの形成を促進する都市機能の向上
９ 近接するアジアと一体となった交流圏(シームレスアジア）の構築
１０ 今後成長が期待できる産業の集積・育成
１１ 地球規模の環境問題への取組
１２ 離島・半島・中山間地域への支援対策のあり方
１３ 農林水産業の振興（日本の食料基地としての産業展望）
１４ 地方分権時代にふさわしい多極型の交流と連携
１５ 民間主体の重視
１６ 子育て支援サービス等の充実、地域全体で取り組む子育ての推進

※下線箇所は、自立的発展を目指す検討小委員会の設立のための項目
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１２ 離島・半島・中山間地域への支援対策のあり方
１３ 農林水産業の振興（日本の食料基地としての産業展望）
１４ 地方分権時代にふさわしい多極型の交流と連携
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主な議論の内容

第２回小委員会
（H19.5.8）

第３回小委員会
（H19.6末予定）

第４回小委員会
（H19.7末予定）

論点１ 東アジアにおける九州圏の自立と連携
論点２ 地域資源の発掘、再評価、磨きによる地域力の結集
論点３ 持続可能で暮らしやすい都市圏の形成
論点４ 美しく暮らしやすい農山漁村の形成と農林水産業の新たな展開
論点５ 自立的な地域の機能補完的・戦略的な連携
論点６ 維持・保全が危ぶまれる集落における将来選択
論点７ 多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙを実現する交流・連携と定住の促進
論点８ 住民主体の発意・活動による自助努力による地域づくり
論点９ 地域の子育て力の強化

※下線箇所は、特に検討小委員会で議論を要すると考えられる項目
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・論点２、論点４、論点８に
絞って議論

・論点３、論点５、論点７に
絞って議論
・必要に応じて他の論点も議論

９つの論点

論点１ 東アジアにおける九州圏の自立と連携

東アジアにおける共通の課題への対応／地域の魅力に
よる交流・連携の推進 等

論点３ 持続可能で暮らしやすい都市圏の形成
九州北部の都市圏の対応／中核・中心都市の対応 等

論点４ 美しく暮らしやすい農山漁村の形成と農林
水産業の新たな展開

美しく暮らしやすい農山漁村の形成 等

論点５ 自立的な地域の機能補完的・戦略的な連携
機能補間的・戦略的な連携／地域間のバランス 等

論点６ 維持・保全が危ぶまれる集落における将来
選択

集落等の維持／集落存続の将来選択 等

中間レポート骨子案（構成図）作成

論点２ 地域資源の発掘、再評価、磨きによる
地域力の結集

既存の地域資源の魅力創出／多様な価値の創造 等

論点７ 多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙを実現する交流・連携と定住
の促進

交流・連携の推進／二地域居住等の推進 等

論点８ 住民主体の発意・活動による自助努力に
よる地域づくり

自助努力による地域づくり／地域的な資金循環の
形成／新たな公による地域づくり 等

９つの論点

必要に応じ
て第３回
以降議論

中間レポート骨子案（本文）作成

中間レポート案（構成図）作成

中間レポート案
（本文）作成

第２回議論

第２回議論

第３回議論

重点施策・プロジェクト
等について議論（例示）

作
成

資
料

・１６の論点及び事務局提案資料に対して、
具体的な課題や問題点等を議論

・これまでの意見等を踏まえ、自立的発展を目指すにあたって、
９つの論点を整理し、特に重要度の高い項目を絞り込み、課題
への対応の方向性等を議論

・論点整理等に対応した重要施策、
プロジェクト等について議論を
予定

自立的発展を目指す検討小委員会における論点整理の検討経緯等について 資料３－１
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論点９ 地域の子育て力の強化
新たな子育て支援／職業・家庭の両立支援 等

第２回議論

第３回議論

第３回議論

①自立的な九州圏を形成するために必要な視点
は何か？

②農林水産業の新たな展開を考えるべきではな
いか？

③都市と中山間地域等の農山漁村との交流を推
進する必要があるのではないか？

④中山間地域等の集落をどこまでどのような形
で維持すべきか？

⑤子育て支援のあり方を明確にする必要がある
のでないか？

①自立的な九州圏を形成するために必要な視点
は何か？

②農林水産業の新たな展開を考えるべきではな
いか？

③都市と中山間地域等の農山漁村との交流を推
進する必要があるのではないか？

④中山間地域等の集落をどこまでどのような形
で維持すべきか？

⑤子育て支援のあり方を明確にする必要がある
のでないか？

○子育て支援サービス等の充実、地域全体で取り組む子育て
の推進（１６）

【主な提案】子どもが社会に巣立つまで一貫して見守り、育
むシステムづくり／子どもが地域の活動へ参画
できる街づくり 等

○離島・半島・中山間地域への支援対策のあり方（１２）
【主な提案】地域性に応じた生活路線の整備／交通手段の安

定性・信頼性／医療・災害時のﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞ
ｽの活用 等

①自立的な九州圏を形成するために必要な
視点は何か？
→自立的発展を目指す単位を明確にすべき
→地域独自の魅力を活かすために地域資源
を見直すべき

①自立的な九州圏を形成するために必要な
視点は何か？
→自立的発展を目指す単位を明確にすべき
→地域独自の魅力を活かすために地域資源
を見直すべき

○自立的な九州ブロックの形成を促進する都市機能の向上（８）
【主な提案】拠点都市の積極的な役割と都市圏の連携／住民の

国際交流の充実と国際力の強化、外国人の生活環
境の向上／交流人口を拡大させるﾋﾞｼﾞﾀｰｽﾞｲﾝﾀﾞｽﾄ
ﾘｰの進行 等

○自然が豊富な九州の環境保全と都市活動との共存（２）
【主な提案】ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ､ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑなどの体験型観光・交流の

推進／都市と農山漁村との交流活動／こだわりの
旅の創出と情報発信 等

○地方分権時代にふさわしい多極型の交流と連携（１４）
【主な提案】各地域の文化や特性を活かした交流／九州内に

おける一極集中が生じないような九州内の各都
市圏のバランスの取れた発展／圏域内の交流と
連携を促進する社会基盤の整備 等

○民間主体の重視（１５）
【主な提案】多様な主体の社会参画の実現／NPO・ボランティ

アが活動しやすい環境づくり／民間との協働・連
携の推進

⑤子育ての支援のあり方を明確にする必要
があるのではないか？
→産婦人科の適切な配置が重要

⑤子育ての支援のあり方を明確にする必要
があるのではないか？
→産婦人科の適切な配置が重要

③都市と中山間地域等の農山漁村との交流
を推進する必要があるのではないか？
→交通体系を整備し交流を促進すべき
→交流・連携による互恵関係を評価すべき

③都市と中山間地域等の農山漁村との交流
を推進する必要があるのではないか？
→交通体系を整備し交流を促進すべき
→交流・連携による互恵関係を評価すべき

②農林水産業の新たな展開を考えるべきで
はないか？
→農林水産業は経済的側面での自立が重要

②農林水産業の新たな展開を考えるべきで
はないか？
→農林水産業は経済的側面での自立が重要

④中山間地域等の集落をどこまでどのよう
な形で維持すべきか？
→行政のサポートレベルの見極めが必要
→最終的な決定は居住者が判断すべき

④中山間地域等の集落をどこまでどのよう
な形で維持すべきか？
→行政のサポートレベルの見極めが必要
→最終的な決定は居住者が判断すべき



■自立的発展の基本的な考え方（案）

①地域の実情にあった取組みにより、豊がで持続可能
な九州圏を形成する。

②また、これら持続可能な九州圏を実現する最小限の
機会の均等化（シビルミニマム）の確保を目指す。

③その上で、一定のまとまりを持った九州圏として、
東アジア等の諸外国と直接結びつくことを目指す。

■目標（案）

・人口の集積
・多様なサービス機能が複合的に集積
・急速な高齢化の進展
・中心市街地の空洞化
・都市圏の広域化、複合機能化
・慢性的な交通混雑 等

・安全・安心な九州圏の形成
・歴史、文化の多様性の維持
・美しい景観の継承・保全
・環境との共生
・海洋を含む領域等の保全・管理
・農林水産物の生産
・地域の子育て環境の創出 等

論点１ 東アジアにおける九州圏
の自立と連携

論点７ 多様なライフスタイルを実
現する交流・連携と定住の
推進

論点５ 自立的な地域の機能補完的・
戦略的な連携

論点９ 地域の子育て力の強化

第３回議論

第２回議論

第２回議論

第３回議論

第３回議論

第２回議論

第２回議論テーマ
自助努力による地域づくり

第３回議論テーマ
自立と連携による地域づくり

論点２ 地域資源の発掘、再評価、磨きによる
地域力の結集

論点８ 住民主体の発意・活動による自助努力に
よる地域づくり

現状（傾向） 地域の役割

・九州圏と隣接し今後とも一層関係
が深まることが想定
・著しい経済成長
・九州圏と日帰り交流圏を形成 等

・人口、産業等の特性をもった程よい発展
・都市のやすらぎや利便性の提供
・地域の活力・魅力の創出
・地域の多様な人材の活躍の場
・多様な歴史、文化の保存・継承
・地域の交通・経済の要衝としての発展 等

・人口、産業等の多様性を持った発展
・都市機能の集積による多様性の提供
・九州圏の国際競争力、魅力等を牽引
・九州圏の多様な人材の活躍の場
・基幹大学、情報産業等の知的生産活動の場
・九州圏の交通・情報の要衝としての発展 等

・人口（特に若年人口）の流出
・少子・高齢化の進展
・労働力人口の減少
・中心市街地の空洞化
・歴史、文化、伝統芸能等への関心
の高まり 等

・九州圏に多い離島と半島
・人口（特に若年人口）の流出
・少子・高齢化の進展
・深刻な労働力不足（担い手不足）
・存続が危ぶまれる集落の発生
・里地里山の保全の必要性の高まり
・自然景観、環境への価値の高まり
等

論点４ 美しく暮らしやすい農山漁村の形成と農林水産業
の新たな展開

論点６ 維持・保全が危ぶまれる集落における将来選択
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論点３ 持続可能で暮らしやすい都市圏の形成

９つの論点の対応地域の範囲

※１ 地方中枢都市：地方ブロックの中心で概ね100万人以上の都市（九州圏では福岡市、北九州市）。
※２ 地方中核都市：地方圏（東京圏、関西圏、名古屋圏の三大都市圏以外の地域）における県庁所在市

や人口が概ね30万人以上の都市。

※３ 地方中心都市、地方中小都市：地方圏における人口が概ね30万人未満の都市。

自助努力による地域づくり

自立と連携による地域づくり

自立的発展を目指す検討小委員会における議論の進め方等について

第２回議論

第３回議論

・九州圏のそれぞれの地域が、九州圏の置かれて

いる状況を自ら考え判断し、持続可能な地域を

形成する。

・それぞれの地域が人、モノ、情報等の相互に

補完、連携し、持続可能な地域を形成する。

両立・推進
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